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老
朽
化
が
著
し
い
公

共
施
設
を
更
新
し
た
後
の
、

財
政
運
営
の
基
本
方
針
を
伺

う
。

　
　
　

町
の
公
共
施
設
の
多

く
は
、
昭
和
40
年
代
半
ば
以

降
に
集
中
し
て
整
備
さ
れ
、

老
朽
化
に
よ
り
大
規
模
修
繕

や
更
新
が
必
要
な
施
設
が
増

え
て
い
る
。

　

平
成
21
年
度
に
「
公
共
施

設
等
整
備
基
金
」
を
創
設
し

て
財
源
確
保
に
努
め
、
国
庫

補
助
事
業
や
有
利
な
地
方
債

も
活
用
し
、
病
院
や
学
校
な

ど
の
大
規
模
な
普
通
建
設
事

業
を
実
施
し
て
き
た
。

　

現
在
は
定
住
促
進
住
宅
、

自
治
公
民
館
な
ど
の
新
た
な

行
政
ニ
ー
ズ
の
基
盤
整
備
も

加
わ
り
、
平
成
27
年
以
降
は

普
通
建
設
事
業
費
の
決
算
額

が
10
億
円
を
超
え
る
状
況
が

続
い
て
い
る
。

　

新
庁
舎
の
整
備
や
大
橋
の

架
け
替
え
な
ど
に
着
手
し
て

山
やま

崎
ざき

邦
くにひろ

議員

お
り
、
地
方
債
の
借
入
残
高

は
４
年
度
に
は
１
１
０
億
円

程
に
な
る
見
込
み
で
、
９
年

度
の
一
般
会
計
の
元
利
償
還

金
は
本
年
度
の
約
２
倍
、
12

億
円
程
に
な
る
と
推
計
し
て

い
る
。

　

町
の
基
礎
的
財
政
収
支
は
、

平
成
27
年
度
以
降
、
地
方
債

の
借
入
額
が
地
方
債
の
償
還

額
を
上
回
る
状
態
で
、
そ
の

主
な
要
因
は
大
規
模
な
公
共

施
設
の
整
備
・
改
修
に
よ
る

も
の
で
、
３
年
度
ま
で
こ
の

状
態
が
続
く
見
込
み
。

　

大
型
の
基
盤
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
中
長
期
的
な
計

画
に
よ
り
、
事
業
の
選
択
と

集
中
を
よ
り
一
層
強
化
し
、

時
代
に
即
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
と
、
財
政
負
担
の

平
準
化
に
努
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　

安
定
的
か
つ
持
続
可
能
な

財
政
構
造
の
構
築
に
は
、「
安

定
的
な
財
源
確
保
」「
実
施

事
業
最
適
化
に
よ
る
将
来
負

茶屋場地区に整備された若者定住住宅

議
員

町
長

一般質問

施
設
整
備
と
財
政
運
営

葛巻小学校の空き教室を活用した郷土資料館

一般質問

近
こん

藤
どう

聖
きよし

議員

　
　
　

建
設
の
意
義
と
建
設

後
の
ま
ち
な
か
へ
の
誘
客
を
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

大
橋
の
老
朽
化
に
伴

う
架
け
替
え
工
事
で
、
地
域

の
景
観
的
・
心
理
的
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
整
備
し
、
新
た
な

観
光
客
を
呼
び
込
み
交
流
人

口
を
増
や
す
よ
う
な
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
施
設
と
し
て
位
置

付
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
屋
根
付
き
木
橋
に

す
る
こ
と
で
林
業
の
町
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
。
さ
ら
に
、

「
親
水
・
散
策
空
間
」
や
「
飲

食
・
買
い
物
空
間
」
の
整
備

を
加
え
て
い
く
予
定
で
あ
り
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業「
く
ず
ま
き
観

光
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
や

「
ま
ち
な
か
活
性
化
協
議
会
」

な
ど
と
連
携
を
強
化
し
て
誘

客・集
客
を
図
り
た
い
。

　
　
　

町
民
へ
の
発
表
や
説

明
が
、
遅
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　
　
　

建
設
計
画
の
検
討
、

町
長

　
　
　

町
内
の
文
化
財
保
護

や
資
料
館
の
活
用
な
ど
は
適

切
か
。

　
　
　
「
教
育
行
政
評
価
委

員
会
」
で
は
、
一
定
の
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

二
カ
所
の
資
料
館
で
は
、

小
学
校
社
会
科
な
ど
の
見
学

希
望
が
あ
り
、
文
化
財
保
護

委
員
の
協
力
を
得
て
活
用
に

努
め
て
い
る
。

　

資
料
館
の
専
門
の
学
芸
員

は
、
施
設
規
模
や
役
場
の
職

員
体
制
な
ど
を
踏
ま
え
、
配

置
は
し
な
い
考
え
で
あ
る
。

役
場
新
庁
舎
内
の
図
書
館
に

は
、
利
用
活
動
を
支
え
る
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置
を
考

え
て
い
る
。

　

美
術
館
・
資
料
館
・
文
化
会

館
な
ど
の
文
化
施
設
整
備
計

画
は
、
当
面
考
え
て
い
な
い
。

町
長

　
　
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

議
員

議
員

議
員

議
員

新
大
橋
の
建
設

文
化
財
保
護
の
課
題

新
庁
舎
の
設
備

問

答

公共施設を更新後の財政は

財政運営の安定と持続を構築

問

答

新大橋建設の方向性は

町のランドマーク的施設に

担
の
抑
制
」「
適
正
な
財
源

配
分
に
よ
る
事
業
効
果
の
最

大
化
」
が
重
要
と
な
る
。

　
「
安
定
的
な
財
源
確
保
」

で
は
、
町
の
魅
力
を
強
化
し

町
民
所
得
の
向
上
を
図
り
、

町
税
な
ど
の
自
主
財
源
の
確

保
に
つ
な
げ
る
ほ
か
、
交
付

税
・
補
助
金
・
地
方
債
な
ど
の

確
保
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
「
実
施
事
業
最
適
化
に
よ

る
将
来
負
担
の
抑
制
」
で
は
、

事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ
り

実
施
事
業
の
取
捨
選
択
を
、

ま
た
「
適
正
な
財
源
配
分
に

よ
る
事
業
効
果
の
最
大
化
」

で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
最

適
配
分
に
よ
り
、
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
が
発
現
さ

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

職
員
の
定
員
管
理
に
よ
る

人
件
費
の
抑
制
、
将
来
負
担

を
考
慮
し
た
事
業
選
択
に
よ

る
公
債
費
の
管
理
、
効
率
的

な
行
財
政
運
営
に
よ
る
コ
ス

ト
抑
制
な
ど
、
歳
入
規
模
に

応
じ
た
歳
出
の
編
成
で
、
身

の
丈
に
あ
っ
た
財
政
規
模
を

堅
持
し
、
将
来
を
見
通
し
た

総
合
的
な
対
策
に
よ
り
、
持

続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め

て
い
く
。

参
考
施
設
の
視
察
、
屋
根
付

き
木
橋
の
方
向
性
、
関
係
諸

機
関
と
の
調
整
な
ど
、
着
実

に
進
め
て
き
た
。

　

建
設
の
可
能
性
が
確
定
す

る
ま
で
、
新
規
補
助
事
業
申

請
な
ど
の
財
源
確
保
に
時
間

を
要
し
、
発
表
の
時
期
に
遅

れ
も
あ
っ
た
。
今
後
、
事
前

の
収
集
も
図
り
な
が
ら
し
っ

か
り
進
め
た
い
。

の
内
容
と
喫
煙
所
設
置
の
是

非
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

子
育
て
世
代
・
乳
幼

児
や
女
性
に
配
慮
し
た
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
が
安
全
に
移
動
で

き
る
フ
ラ
ッ
ト
フ
ロ
ア
、
多

目
的
ト
イ
レ
の
各
階
へ
の
設

置
な
ど
、
全
て
の
人
が
快
適

に
利
用
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
採
り
入
れ
た

設
計
を
心
掛
け
た
。

　

喫
煙
所
は
、
建
物
内
に
は

設
置
し
な
い
考
え
で
あ
る
が

町
長

町
長

屋
外
に
つ
い
て
は
、
施
設
周

辺
の
状
況
や
利
用
者
の
実
態

を
踏
ま
え
て
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。


